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適
正
価
格
。
今
、
様
々
な
分
野
で

検
討
さ
れ
て
い
る
こ
の
価
格
。
そ

も
そ
も
「
適
正
」
と
は
、
何
を
根
拠

に
判
断
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

筆
者
が
県
に
採
用
さ
れ
て
今
年

で
36
年
。
１
９
８
８
年
（
昭
和
63

年
）
４
月
。
バ
ブ
ル
と
呼
ば
れ
た

経
済
真
っ
只
中
、
新
採
５
名
が
１

所
に
配
属
さ
れ
る
と
い
う
、
今
で

は
考
え
ら
れ
な
い
人
事
に
よ
り
我

が
県
職
人
生
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
翌
年
に
は
、
後
に
「
失
わ
れ
た

30
年
」
と
呼
ば
れ
る
激
動
の
平
成

時
代
へ
。

１
９
８
５
年
９
月
22
日
。
米
国

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
Ｇ

５
（
米
国
、
日
本
、
イ
ギ
リ
ス
、ド
イ

ツ
、
フ
ラ
ン
ス
の
蔵
相
、
中
銀
総
裁

会
議
）
に
て
、
過
度
な
米
ド
ル
高
を

是
正
す
る
会
議
が
開
催
さ
れ
た
ホ

テ
ル
名
を
冠
し
た
「
プ
ラ
ザ
合
意
」

が
成
立
し
、
米
ド
ル
安
時
代
が
幕

を
開
け
ま
し
た
。
こ
の
当
時
、
１

ド
ル
２
４
０
円
台
だ
っ
た
相
場
は

一
気
に
円
高
と
な
り
、
１
９
８
８

年
に
は
１
２
０
円
台
に
達
し
て
い

ま
す
。
１
９
９
５
年
４
月
に
は

一
時
79
円
台
を
記
録
し
た
後
は

１
０
０
～
１
２
０
円
台
で
推
移
し

て
い
ま
し
た
が
、
２
０
１
１
年
の

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
円
需
要

の
高
ま
り
か
ら
、
同
年
10
月
に
は

75
・
32
円
と
い
う
最
高
値
を
記
録

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
マ
イ
ナ

ス
金
利
政
策
が
影
響
し
少
し
ず
つ

円
安
基
調
と
な
り
、
平
成
の
終
わ

り
に
は
１
１
０
円
前
後
、
そ
し
て

１
５
０
円
台
へ
と
円
安
状
況
が
続

い
て
き
ま
し
た
。

資
源
に
乏
し
い
我
が
国
は
、
加

工
立
国
と
し
て
多
く
の
国
々
と
の

貿
易
に
よ
り
経
済
成
長
を
成
し
遂

げ
ま
し
た
が
、
常
に
為
替
相
場
が

大
き
く
影
響
し
て
き
ま
し
た
。
今

ま
で
の
円
安
は
、
輸
出
産
業
に
は

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
輸
入

産
業
に
は
デ
メ
リ
ッ
ト
と
な
り
、

経
営
を
圧
迫
し
ま
す
。
食
料
等
生

活
必
需
品
や
農
業
生
産
資
材
価
格

の
高
騰
も
、
こ
の
円
安
が
大
き
く

影
響
し
て
い
ま
す
。
我
が
国
に
流

通
し
て
い
る
多
く
の
物
品
が
、
輸

入
に
頼
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で

き
ま
す
。

そ
し
て
、
日
米
の
政
策
金
利
差

が
小
さ
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
一
気

に
円
高
傾
向
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
う
な
る
と
、
円
安
時
と
は

逆
の
影
響
が
様
々
な
分
野
に
及

び
、米
国
国
内
情
勢
と
相
ま
っ
て
、

既
に
国
内
株
価
は
大
幅
下
落
に
見

舞
わ
れ
、
今
後
の
物
価
変
動
も
注

視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
経
済
情
勢
の

中
、農
産
物
の
適
正
価
格
と
は
、ど

の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
な
の
で
し

ょ
う
か
？
農
産
物
の
価
格
は
、
予

め
単
価
契
約
を
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
一
般
に
は
市
場
原
理
に

基
づ
き
、そ
の
時
の
物
量
や
品
質
、

需
要
量
等
に
よ
り
判
断
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ
の
日
そ
の

日
で
価
格
が
変
動
し
ま
す
。ま
た
、

品
質
が
悪
く
物
量
が
少
な
く
て
も

は
、値
が
付
い
て
い
な
い
農
産
物
。

同
一
品
目
の
流
通
状
況
等
に
応

じ
、
高
騰
も
下
落
も
あ
り
、
翌
日
、

一
喜
一
憂
す
る
生
産
者
。
Ａ
Ｉ
の

時
代
に
、
生
産
現
場
は
今
も
昔
の

ま
ま
で
す
。
も
し
か
し
た
ら
、
現

状
の
出
荷
流
通
シ
ス
テ
ム
自
体

は
、
理
に
か
な
っ
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
要
は
、
生
産
か
ら

消
費
に
至
る
各
段
階
に
生
じ
る
経

費
を
、
如
何
に
反
映
さ
せ
る
か
で

す
が
、
生
産
者
視
点
に
立
て
ば
、

「
生
産
原
価
を
提
示
で
き
る
経
営

感
覚
」が
求
め
ら
れ
ま
す
。「
リ
ン

ゴ
１
箱
、レ
タ
ス
１
箱
、高
く
売
れ

た
！
」
で
喜
ん
で
も
い
い
の
で
す

が
、
各
出
荷
農
産
物
の
生
産
に
要

し
た
経
費
を
適
正
に
計
算
し
、「
リ

ン
ゴ
１
箱
、
レ
タ
ス
１
箱
で
幾
ら

儲
か
っ
た
！
」
と
な
る
よ
う
に
。

そ
し
て
生
産
か
ら
消
費
に
至
る
各

段
階
で
利
益
が
出
る
よ
う
な
、
我

が
国
ら
し
い
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。
そ

し
て
、「
農
業
は
面
白
い
！
儲
か

る
！
」と
な
り
、国
産
農
産
物
が
増

え
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

令
和
６
年
４
月
か
ら
現
職

山
菜
採
り

登
山
歴
は
か
れ
こ
れ
40
年
近
く

に
な
る
が
、
こ
こ
数
年
山
に
入
る

目
的
に
山
菜
が
加
わ
っ
た
。
主
に

ネ
マ
ガ
リ
ダ
ケ
を
採
り
に
山
に
入

っ
て
い
て
、
苦
労
は
す
る
が
採
る

こ
と
が
楽
し
い
。
山
菜
は
家
族
や

友
人
、
職
場
の
人
に
喜
ば
れ
て
い

る
。昨

年
の
こ
と
だ
が
山
に
入
っ
た

後
、
左
首
に
ぽ
つ
っ
と
し
た
で
き

も
の
が
あ
る
事
に
気
が
付
い
た
。

痛
み
も
痒
み
も
な
く
、
引
っ
張
っ

て
も
取
れ
な
い
の
で
多
少
気
に
な

っ
た
が
、
確
認
も
せ
ず
に
放
置
し

て
い
た
。
４
日
後
家
族
に
見
て
も

ら
う
と
、
５
㎜
ほ
ど
の
虫
が
咬
み

付
い
て
い
て
足
を
も
ぞ
も
ぞ
動
か

し
て
い
た
。
マ
ダ
ニ
で
あ
っ
た
。

に
わ
か
に
恐
ろ
し
く
な
り
、
そ
の

日
の
う
ち
に
休
日
外
来
で
除
去
し

て
も
ら
っ
た
。

マ
ダ
ニ
が
恐
ろ
し
い
の
は
感
染

症
の
媒
介
で
あ
る
。
ダ
ニ
媒
介
性

脳
炎
、日
本
紅
斑
熱
、ラ
イ
ム
病
な

ど
が
あ
る
が
、
特
に
重
症
熱
性
血

小
板
減
少
症
候
群（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）は

致
死
率
10
～
30
％
と
さ
れ
、
他
県

で
の
死
亡
例
を
耳
に
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
幸
い
素
性
の
良
い

マ
ダ
ニ
で
、
体
に
変
調
は
な
か
っ

た
。
咬
み
つ
い
た
マ
ダ
ニ
を
無
理

に
取
る
と
口
器
が
残
り
化
膿
す
る

こ
と
も
あ
る
と
の
こ
と
。
病
院
で

の
除
去
が
確
実
で
あ
る
。
襟
が
付

い
た
シ
ャ
ツ
は
着
て
い
た
が
、
首

に
タ
オ
ル
を
巻
い
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
悔
や
ま
れ
た
。

山
は
恵
み
を
も
た
ら
し
て
く
れ

る
半
面
危
険
も
あ
る
。
今
回
の
一

件
で
山
菜
採
り
を
止
め
る
気
は
な

い
が
、
山
に
住
ん
で
い
る
動
物
に

は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
熊
は
も

ち
ろ
ん
、
マ
ダ
ニ
に
対
し
て
も
。

肌
の
露
出
を
避
け
る
こ
と
が
一
番

の
対
策
で
、
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
長

靴
、
手
袋
に
加
え
、
首
元
も
要
注

意
。
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
も
忌
避
効

果
が
期
待
で
き
る
。
入
浴
時
に
は

咬
ま
れ
て
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
る
。

農
作
業
、特
に
中
山
間
の
農
地
で

は
マ
ダ
ニ
に
対
し
て
同
様
の
注
意

が
必
要
だ
と
思
う
。
煩
わ
し
い
が

自
分
の
身
は
自
分
で
守
ら
な
い
と
。

�

（
と
の
）

■

随

筆

■

『
適
正
価
格
!?
』長

野
県
果
樹
試
験
場 

場
長
　
宮
本
　
賢
二

「
安
全
・
安
心
」に
基
づ
い
た

信
頼
確
保
に
向
け
て

農
薬
の
安
全
か
つ
適
正
な
使

用
は
、
消
費
者
の
健
康
保
護
の
み

な
ら
ず
、
農
作
業
者
及
び
周
辺
環

境
の
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
も
極

め
て
重
要
で
あ
り
、
県
で
は
指
導

の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
近
年
は
、
県
内
産
農
作
物
か

ら
農
薬
の
残
留
基
準
値
の
超
過
事

案
や
人
畜
等
に
影
響
の
あ
る
農
薬

事
故
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
全
国
に

お
い
て
は
毎
年
該
当
事
案
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
不
注

意
が
主
な
原
因
と
な
っ
て
お
り
、

全
て
の
産
地
に
お
い
て
起
こ
り
得

る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

産
地
及
び
集
荷
施
設（
直
売
所

等
を
含
む
。）の
責
任
者
等
の
皆
様

に
は
、
本
県
産
農
産
物
の
安
全
・

安
心
に
基
づ
い
た
信
頼
確
保
の
た

め
、
改
め
て
農
薬
の
適
正
使
用
に

つ
い
て
、
次
の
事
項
を
遵
守
し
て

い
た
だ
く
よ
う
指
導
を
お
願
い
し

ま
す
。

１
　
農
薬
使
用
時
の
点
検
事
項

⑴
防
除
器
具
等
の
十
分
な
点
検
、

使
用
後
の
十
分
な
洗
浄

防
除
器
具
に
農
薬
が
残
っ
た
ま

ま
、
次
回
散
布
が
行
わ
れ
な
い
よ

う
に
、
使
用
前
の
点
検
と
使
用
後

の
十
分
な
洗
浄
を
行
う
こ
と
。

⑵
農
薬
ラ
ベ
ル
の
確
認
、
表
示
事

項
を
守
っ
て
使
用
す
る
こ
と
。

農
薬
は
、
使
用
前
に
必
ず
容
器

や
包
装
の
ラ
ベ
ル
を
確
認
し
、
表

示
事
項
を
守
っ
て
適
正
に
使
用
す

る
こ
と
。

２
　
記
録
・
保
管

⑴
ほ
場
の
位
置
、
面
積
等
に
係
る

記
録
の
作
成
と
保
存

基
礎
的
な
情
報
と
し
て
、
農
作

業
に
係
わ
る
ほ
場
の
位
置
や
面
積

等
に
係
わ
る
事
項
を
記
載
し
た

台
帳
を
作
成
し
、
作
業
や
管
理
の

状
況
を
記
録
・
保
存
し
て
お
く
こ

と
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
農
場

関
係
者
が
い
つ
で
も
確
認
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
。

⑵
農
薬
・
肥
料
の
使
用
状
況
の
記

録
・
確
認
及
び
保
存

農
薬
の
使
用
履
歴
を
確
認
し
、

使
用
基
準
違
反
を
防
止
す
る
た
め

に
帳
簿
に
記
載
す
る
こ
と
。ま
た
、

必
要
に
応
じ
て
農
場
関
係
者
が
い

つ
で
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。

⑶
資
材
の
購
入
伝
票
、
保
守
管
理

記
録
の
保
存

農
薬
等
の
管
理
状
況
を
確
認
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
購
入
伝

票
や
在
庫
管
理
台
帳
に
よ
り
記
録

し
保
存
し
て
お
く
こ
と
。

⑷
農
産
物
の
出
荷
に
関
す
る
記
録

を
保
存
す
る
こ
と
。

食
品
衛
生
法
に
基
づ
き
、
可
能

な
限
り
出
荷
に
関
す
る
記
録
を
保

存
す
る
こ
と
。

３
　
適
正
な
農
業
生
産
工
程
管
理

（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）の
推
進

生
産
現
場
に
お
け
る
リ
ス
ク
管

理
を
徹
底
す
る
た
め
に
、
栽
培
記

録
、防
除
記
録
に
つ
い
て
、産
地
や

集
荷
施
設（
直
売
所
を
含
む
）の
責

任
者
等
に
よ
る
内
部
点
検
を
実
施

す
る
な
ど
、Ｇ
Ａ
Ｐ（
適
正
な
農
業

生
産
工
程
管
理
）
の
導
入
を
推
進

し
、
適
正
な
農
業
生
産
活
動
を
実

施
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

こ
れ
ら
の
取
組
は
、
農
産
物
の

安
全
性
を
確
保
し
、
消
費
者
の
産

地（
生
産
者
）に
対
す
る
信
頼
を
高

め
る
と
と
も
に
、
生
産
工
程
の
正

当
性
を
証
明
す
る
資
料
に
も
な
り

ま
す
。

農
産
物
の
生
産
流
通
・
販
売
等

に
係
わ
る
皆
様
が
、
改
め
て
農
薬

の
適
正
使
用
の
重
要
性
に
つ
い
て

再
認
識
い
た
だ
き
、
安
全
・
安
心

な
農
産
物
が
消
費
者
の
皆
様
に
提

供
さ
れ
る
よ
う
、
農
薬
適
正
使
用

の
徹
底
に
向
け
た
取
組
を
お
願
い

し
ま
す
。

�

（
農
政
部
　
農
業
技
術
課
）

需
要
が
あ
れ
ば
、
品
質
に
見
合
わ

な
い
高
単
価
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

絶
対
評
価
で
は
な
い
市
場
原
理

の
中
、
生
産
か
ら
消
費
に
至
る
各

段
階
に
お
け
る
経
費
の
高
騰
分
が

販
売
価
格
に
反
映
で
き
て
い
な
い

こ
と
が
問
題
と
な
り
、
農
林
水
産

省
で
は
、
生
産
か
ら
消
費
に
至
る

食
料
シ
ス
テ
ム
全
体
で
適
正
取
引

が
推
進
さ
れ
る
仕
組
み
の
構
築
を

目
指
し
、「
適
正
な
価
格
形
成
に
関

す
る
協
議
会
」
を
設
置
し
検
討
を

始
め
て
い
ま
す
。

生
産
者
が
出
荷
す
る
時
点
で
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【
病
害
】

◆
果
菜
類

春
か
ら
夏
に
か
け
て
果
実
の
収

穫
を
続
け
て
き
た
株
は
、
成
り
疲

れ
を
起
こ
し
て
い
る
こ
と
が
あ

り
、
ま
ず
は
、
目
指
し
て
い
る
収
穫

最
終
日
ま
で
草
勢
の
維
持
に
努
め

る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
収
穫
や

株
の
管
理
の
際
に
は
、
罹
病
葉
は

適
切
に
除
去
し
、
薬
剤
が
し
っ
か

り
と
株
全
体
に
行
き
届
く
よ
う
に

過
繁
茂
に
注
意
し
た
管
理
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
キ
ュ
ウ
リ
は
、

炭
疽
病
の
発
生
に
特
に
注
意
が
必

要
な
時
期
と
な
る
。
キ
ュ
ウ
リ
炭

疽
病
は
、
葉
に
は
褐
色
の
斑
点
を

生
じ
、
果
実
に
も
病
斑
を
形
成
す

る
。
多
湿
条
件
で
発
病
が
助
長
さ

れ
、
病
斑
上
に
形
成
さ
れ
た
病
原

菌
の
胞
子
が
降
雨
等
に
よ
っ
て
周

囲
へ
飛
散
す
る
。
発
病
後
か
ら
の

◇
り
ん
ご
の
病
害

○
リ
ン
ゴ
褐
斑
病

９
月
以
降
も
気
温
が
高
く
、
降

雨
が
多
く
経
過
す
る
と
、
感
染
が

増
加
す
る
こ
と
か
ら
注
意
が
必
要

で
あ
る
。
葉
で
の
被
害
が
増
加
す

る
と
、
早
期
落
葉
に
よ
り
当
年
の

果
実
品
質
に
影
響
す
る
だ
け
で
な

く
翌
年
の
一
次
伝
染
源
と
な
る
被

害
落
葉
が
増
加
す
る
。
ま
た
果
実

へ
の
感
染
は
９
月
以
降
に
起
こ

る
。
防
除
で
は
、
定
期
防
除
の
散

布
間
隔
が
あ
き
す
ぎ
な
い
よ
う
、

散
布
ム
ラ
に
注
意
し
て
十
分
量
を

散
布
す
る
。
な
お
、
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
、
ユ
ニ
ッ
ク
ス
顆

粒
水
和
剤
は
、
多
発
し
て
か
ら
の

薬
剤
に
よ
る
防
除
で
は
、
十
分
な

効
果
が
得
ら
れ
な
い
た
め
、
予
防

防
除
を
心
掛
け
る
。
イ
チ
ゴ
は
、

気
温
の
低
下
と
と
も
に
う
ど
ん
こ

病
へ
の
注
意
が
必
要
と
な
る
。
初

期
は
、
葉
裏
や
蕾
に
発
生
す
る
場

合
が
多
く
、
発
病
が
進
む
と
果
実

を
含
む
株
全
体
に
病
斑
が
形
成
さ

れ
る
。
防
除
の
際
に
は
、
耐
性
菌

対
策
と
し
て
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
防

除
を
行
い
、
葉
裏
に
も
薬
剤
が
付

着
す
る
よ
う
に
留
意
し
て
散
布
す

る
。施

設
を
加
温
し
て
冬
春
に
収
穫

す
る
作
型
で
は
、
健
全
な
苗
の
育

苗
が
ま
ず
重
要
と
な
る
。
特
に
、

ト
マ
ト
な
ど
で
は
、
ウ
イ
ル
ス
の

媒
介
虫
に
育
苗
期
間
か
ら
注
意
す

る
。

◆
葉
洋
菜
類

初
夏
～
夏
ま
き
の
ハ
ク
サ
イ
、

散
布
で
耐
性
菌
の
発
生
リ
ス
ク
が

高
い
た
め
使
用
し
な
い
。

○
リ
ン
ゴ
黒
星
病

成
夏
期
に
は
発
病
が
停
滞
す
る

が
、
秋
季
に
か
け
て
気
温
が
低
下

し
、降
雨
が
多
く
経
過
す
る
と
、感

染
が
増
加
す
る
。
黒
星
病
の
発
生

が
確
認
さ
れ
る
地
域
や
ほ
場
で

は
、
10
月
上
旬
ま
で
防
除
を
実
施

し
、
翌
年
の
一
次
伝
染
源
量
の
低

下
に
努
め
る
。

○
リ
ン
ゴ
炭
疽
病
、す
す
点
病
、す

す
斑
病

す
す
点
、
す
す
斑
病
は
概
ね
９

月
い
っ
ぱ
い
、
炭
疽
病
は
９
月
上

中
旬
頃
ま
で
感
染
が
お
こ
る
。

秋
雨
に
よ
っ
て
多
発
す
る
場
合

キ
ャ
ベ
ツ
、
レ
タ
ス
な
ど
は
収
穫

期
を
迎
え
る
時
期
と
な
る
。
秋
雨

や
台
風
に
よ
り
降
雨
が
続
く
場
合

に
は
、
細
菌
に
よ
る
病
害
が
多
発

す
る
可
能
性
が
あ
る
。
天
気
予
報

を
注
視
し
、
収
穫
ま
で
定
期
的
な

防
除
を
実
施
す
る
。

白
ネ
ギ
は
、
収
穫
最
盛
期
を
迎

え
る
時
期
に
な
る
。
土
寄
せ
に

よ
る
傷
は
、
軟
腐
病
の
発
生
を
助

長
す
る
た
め
、
土
寄
せ
の
作
業
時

は
十
分
に
注
意
す
る
。
葉
に
病
斑

を
形
成
す
る
病
害
で
は
、黒
斑
病
、

さ
び
病
お
よ
び
葉
枯
病
が
気
温
の

低
下
と
降
雨
に
よ
り
増
加
す
る
。

葉
枯
病
は
、生
育
期
に
は
、ネ
ギ
の

葉
身
の
先
端
や
中
心
に
褐
色
～
黒

色
で
楕
円
形
の
病
斑
が
形
成
さ
れ

る
。
収
穫
期
に
は
、
収
穫
物
と
な

る
中
心
葉
付
近
に
、
先
枯
病
斑
や

褐
色
病
斑
か
ら
飛
散
し
た
胞
子
が

付
着
し
、黄
色
の
斑
点（
黄
色
斑
紋

症
状
）
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
の
黄

色
斑
紋
症
状
が
出
荷
部
位
に
も
発

生
す
る
場
合
が
あ
り
、
そ
の
場
合

に
は
収
穫
物
の
品
質
低
下
に
つ
な

が
る
。試
験
場
で
の
試
験
の
結
果
、

ネ
ギ
葉
枯
病（
褐
色
病
斑
、黄
色
斑

紋
症
状
）を
抑
制
す
る
た
め
に
は
、

概
ね
収
穫
１
か
月
前
～
収
穫
直
前

も
あ
る
た
め
、
散
布
間
隔
に
留
意

し
て
防
除
を
徹
底
す
る
。

◇
り
ん
ご
の
虫
害

○
ハ
ダ
ニ
類

ハ
ダ
ニ
類
の
発
生
ピ
ー
ク
は
例

年
８
～
９
月
で
あ
る
が
、
10
月
に

な
っ
て
も
気
温
が
高
い
日
が
続
く

場
合
や
、
８
～
９
月
に
密
度
が
高

か
っ
た
園
地
で
は
、
発
生
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
発
生
状
況

を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て
殺
ダ

ニ
剤
を
散
布
す
る
。

○
シ
ン
ク
イ
ム
シ
類

モ
モ
シ
ン
ク
イ
ガ
は
９
月
下

旬
、
ス
モ
モ
ヒ
メ
シ
ン
ク
イ
は
９

月
下
旬
～
10
月
上
旬
ま
で
産
卵
が

認
め
ら
れ
る
。
本
年
は
特
に
ス
モ

モ
ヒ
メ
シ
ン
ク
イ
の
発
生
が
、
平

年
よ
り
や
や
多
い
地
域
が
あ
る
た

め
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
隣
接

す
る
す
も
も
・
プ
ル
ー
ン
園
で
ス

モ
モ
ヒ
メ
シ
ン
ク
イ
の
被
害
が
多

い
と
、
り
ん
ご
園
で
の
被
害
も
多

の
期
間
に
薬
剤
散
布
を
実
施
す
る

こ
と
が
有
効
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
防
除

終
了
後
、
黄
色
斑
紋
の
再
発
生
を

抑
制
す
る
た
め
に
は
、
概
ね
最
終

薬
剤
散
布
１
週
間
後
ま
で
に
収
穫

を
終
了
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
虫
害
】

果
菜
類
で
は
夏
秋
ど
り
の
キ
ュ

ウ
リ
、
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
、
ナ
ス

等
が
収
穫
期
後
半
、
露
地
野
菜
で

は
白
ネ
ギ
な
ど
が
最
盛
期
を
迎
え

る
。本

稿
で
は
、
乾
燥
条
件
で
増
加

し
や
す
い
ハ
ダ
ニ
類
、
ホ
コ
リ
ダ

ニ
類
、
９
月
に
発
生
盛
期
を
迎
え

る
オ
オ
タ
バ
コ
ガ
に
つ
い
て
記
載

す
る
。

○
ハ
ダ
ニ
類

問
題
と
な
る
の
は
主
に
ナ
ミ
ハ

ダ
ニ
で
あ
る
。
雌
成
虫
の
体
長
は

０
・
６
㎜
程
度
で
、黄
緑
型
と
赤
色

型
が
あ
る
。
25
℃
で
は
約
10
日
で

１
世
代
を
繰
り
返
し
、
１
雌
成
虫

あ
た
り
の
生
涯
産
卵
数
は
１
０
０

～
１
５
０
卵
と
さ
れ
る
。
ナ
ミ
ハ

ダ
ニ
は
糸
を
出
し
て
移
動
し
、
こ

の
糸
が
網
状
に
な
る
こ
と
で
薬
液

が
虫
体
に
到
達
し
に
く
く
な
る
。

こ
の
た
め
、
薬
剤
防
除
の
際
は
糸

く
な
る
。
多
く
の
地
域
で
殺
虫
剤

の
最
終
散
布
は
９
月
上
中
旬
で
あ

る
が
、
そ
れ
以
降
も
発
生
が
続
く

場
合
は
、殺
虫
剤
を
散
布
す
る
。

○
キ
ン
モ
ン
ホ
ソ
ガ

近
年
、
秋
季
に
キ
ン
モ
ン
ホ
ソ

ガ
の
寄
生
が
多
く
な
る
園
地
が
増

え
て
い
る
。
本
年
、
本
種
の
発
生

は
、
平
年
並
～
や
や
多
い
。
発
生

が
目
立
つ
場
合
は
、
防
除
を
実
施

す
る
。

◇
ぶ
ど
う
の
病
害

○
ブ
ド
ウ
べ
と
病
、さ
び
病
、黒
と

う
病べ

と
病
、さ
び
病
、黒
と
う
病
は

生
育
期
終
盤
ま
で
感
染
が
起
こ
る

た
め
、
登
録
の
あ
る
無
機
銅
剤
に

よ
る
防
除
を
行
う
。

◇
ぶ
ど
う
の
虫
害

○
ク
ビ
ア
カ
ス
カ
シ
バ

枝
幹
部
か
ら
ク
ビ
ア
カ
ス
カ
シ

バ
の
虫
糞
排
出
が
確
認
さ
れ
た

ら
、
捕
殺
ま
た
は
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド

が
網
状
に
な
る
前
の
発
生
初
期
に

防
除
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま

た
、
ナ
ミ
ハ
ダ
ニ
は
薬
剤
抵
抗
性

が
発
達
し
や
す
い
た
め
、
異
な
る

系
統
の
薬
剤
に
よ
る
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
防
除
が
必
須
で
あ
る
。
果
菜

類
で
は
、
葉
が
繁
茂
し
害
虫
を
見

落
と
し
や
す
く
、
加
え
て
薬
剤
が

か
か
り
づ
ら
く
な
る
時
期
で
あ

る
。
不
要
な
下
葉
を
除
去
す
る
な

ど
、
薬
剤
が
か
か
り
や
す
く
な
る

よ
う
に
管
理
す
る
と
と
も
に
、
処

理
残
渣
は
肥
料
袋
な
ど
に
入
れ
て

処
分
す
る
こ
と
で
、
ほ
場
や
施
設

内
に
ハ
ダ
ニ
類
が
残
ら
な
い
よ
う

に
す
る
。

○
ホ
コ
リ
ダ
ニ
類

ナ
ス
科
、ウ
リ
科
の
野
菜
、イ
チ

ゴ
な
ど
で
発
生
す
る
。
体
長
は

０
・
２
㎜
程
度
と
極
め
て
小
さ
く
、

肉
眼
で
確
認
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
25
℃
で
は
約
６
日
で
卵
か
ら

成
虫
に
な
り
、
短
期
間
で
増
殖
す

る
。
主
に
生
長
点
や
展
開
し
て
間

も
な
い
若
い
葉
に
発
生
し
、
新
芽

や
幼
果
を
加
害
す
る
。
加
害
さ
れ

た
葉
は
葉
裏
が
光
沢
を
帯
び
、
褐

変
す
る
。多
発
す
る
と
葉
の
奇
形
、

生
長
点
の
褐
変
、
枯
死
を
引
き
起

こ
す
。
花
や
果
実
に
発
生
す
る
こ

を
処
理
す
る
。
で
き
る
だ
け
早
期

に
園
内
を
巡
回
し
、防
除
を
行
う
。

◇
も
も
の
病
害

○
モ
モ
灰
星
病

本
病
の
感
染
に
は
必
ず
し
も
降

雨
を
必
要
と
し
な
い
が
、
収
穫
期

に
降
雨
が
多
い
と
発
生
が
増
加
す

る
。
果
実
は
収
穫
20
日
前
頃
か

ら
感
染
し
や
す
く
な
り
、
こ
の
頃

に
感
染
す
る
と
２
～
３
日
で
発
病

す
る
。
重
要
防
除
時
期
も
こ
の
時

期
で
、
収
穫
前
20
日
以
降
は
効
果

の
あ
る
剤
を
10
日
間
隔
で
散
布
す

る
。
特
に
、
無
袋
栽
培
や
ネ
ク
タ

リ
ン
で
は
発
病
が
多
い
の
で
注
意

す
る
。
被
害
果
は
盛
ん
に
伝
染
源

と
な
っ
て
盛
ん
に
二
次
伝
染
を
繰

り
返
す
の
で
、す
ぐ
取
り
除
き
、土

中
に
埋
没
す
る
。

○
モ
モ
せ
ん
孔
細
菌
病

病
原
菌
は
秋
季
に
新
梢
の
芽
基

部
や
皮
目
に
感
染
し
、
潜
伏
越
冬

し
て
翌
年
、一
次
伝
染
源（
春
型
枝

と
も
あ
り
、
ナ
ス
や
ピ
ー
マ
ン
で

は
幼
果
が
食
害
を
受
け
る
と
果
面

が
褐
変
し
、サ
メ
肌
状
に
な
り
、被

害
が
甚
大
な
場
合
に
は
果
実
の
肥

大
が
停
止
す
る
。
施
設
で
の
被
害

は
１
株
か
ら
徐
々
に
広
が
っ
て
い

く
た
め
、
被
害
が
見
ら
れ
た
ら
早

め
に
防
除
を
行
う
。
薬
剤
の
使
用

に
あ
た
っ
て
は
、〝
ハ
ダ
ニ
類
〞
登

録
で
は
な
く〝
チ
ャ
ノ
ホ
コ
リ
ダ

ニ
〞
な
ど
発
生
種
に
登
録
の
あ
る

薬
剤
を
用
い
る
。

○
オ
オ
タ
バ
コ
ガ

極
め
て
広
食
性
で
、
県
内
で
は

レ
タ
ス
や
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
葉

菜
類
、
ピ
ー
マ
ン
や
ト
マ
ト
な
ど

の
果
菜
類
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
花
き
類
と
多
く
の
品
目
で
問

題
と
な
る
。
果
菜
類
で
は
ふ
化
幼

虫
が
次
々
と
花
蕾
や
幼
果
に
食
入

し
、
茎
内
に
食
入
す
る
と
枝
折
れ

の
原
因
に
も
な
る
。
例
年
、
８
～

９
月
に
発
生
盛
期
を
迎
え
10
月
ま

で
発
生
が
続
く
。
食
入
す
る
た
め

薬
剤
が
か
か
り
づ
ら
く
、
齢
期
が

進
む
と
薬
剤
の
効
き
も
悪
く
な

る
。
産
卵
は
、
主
に
葉
や
花
蕾
に

１
卵
ず
つ
行
わ
れ
、
飼
育
条
件
下

で
は
１
雌
あ
た
り
２
千
個
ほ
ど
の

卵
を
産
む
こ
と
か
ら
、
施
設
に
一

病
斑
）と
な
る
。
そ
の
た
め
、秋
季

防
除
は
越
冬
伝
染
源
を
減
少
さ
せ

る
上
で
重
要
で
あ
る
。
ま
ず
は
、

薬
剤
防
除
前
に
秋
季
感
染
の
伝
染

源
と
な
る
夏
型
枝
病
斑
の
せ
ん
除

を
行
っ
て
お
く
。
そ
の
上
で
薬
剤

防
除
と
し
て
、
ボ
ル
ド
ー
液
を
９

月
中
旬
頃
か
ら
２
週
間
間
隔
で
２

～
３
回
散
布
す
る
。
感
染
は
強
風

を
伴
う
降
雨
時
に
起
こ
る
こ
と
か

ら
、
台
風
が
接
近
・
通
過
す
る
場

合
は
で
き
る
だ
け
そ
の
前
に
散
布

を
実
施
す
る
。
晩
生
種
、
極
晩
生

種
に
つ
い
て
も
、
収
穫
が
終
了
次

第
、秋
季
防
除
を
行
う
。

◇
も
も
の
虫
害

○
コ
ス
カ
シ
バ

コ
ス
カ
シ
バ
の
重
点
防
除
時
期

で
あ
る
。発
生
園
で
は
収
穫
後
に
、

枝
幹
部
に
十
分
薬
液
が
付
着
す
る

よ
う
丁
寧
に
殺
虫
剤
を
散
布
す

る
。
ま
た
、
収
穫
後
の
殺
虫
剤
散

布
を
安
易
に
省
略
し
な
い
。

ト

ピ

ッ

ク

９
月
・
10
月
の
病
害
虫
対
策

野
菜
花
き
試
験
場
　
主
任
研
究
員
　
山
岸
　
菜
穂（
病
害
）

研
　
究
　
員
　
森
野
林
太
郎（
虫
害
）

９
月
・
10
月
の
果
樹
病
害
虫
対
策

果
樹
試
験
場
　
技
　
師
　
島
袋
稚
子（
病
害
）

研
究
員
　
簑
島
萌
子（
虫
害
）

り
ん
ご
・
ぶ
ど
う
・
も
も

り
ん
ご
・
ぶ
ど
う
・
も
も

野
菜
・
花
き

野
菜
・
花
き

当

面

の

技

術

頭
で
も
入
る
と
被
害
は
大
き
い
。

施
設
の
場
合
に
は
成
虫
を
入
れ
な

い
よ
う
ネ
ッ
ト
を
展
張
す
る
ほ

か
、
発
生
を
確
認
し
た
ら
薬
剤
防

除
を
行
う
。
秋
の
幼
虫
は
、
低
温

短
日
条
件
で
越
冬
蛹
と
な
り
寒
さ

日
本
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
で

県
産
ワ
イ
ン
11
点
が
金
賞

日
本
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル

２
０
２
４
の
結
果
が
７
月
26
日
に

発
表
さ
れ
、長
野
県
産
ワ
イ
ン
は
、

全
国
１
位
の
11
点
が
金
賞
を
受
賞

し
た
。
金
賞
以
上
の
２
位
は
山
梨

県
の
10
点
、
３
位
は
北
海
道
の
７

に
強
い
形
態
と
な
る
が
、
長
野
県

で
は
露
地
の
越
冬
は
な
い
と
さ
れ

る
。
た
だ
し
、
栽
培
施
設
内
で
は

生
存
し
た
越
冬
蛹
が
観
察
さ
れ
る

た
め
、
前
述
の
と
お
り
施
設
に
入

れ
な
い
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

点
で
し
た
。
今
回
新
設
し
た
最
上

位
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ー
ル
ド
賞
は
、

北
海
道
と
大
分
県
の
ワ
イ
ナ
リ
ー

の
白
ワ
イ
ン
２
点
が
受
賞
し
た
。

同
賞
と
金
賞
は
計
38
点
で
し
た
。

今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
過
去
最

多
の
35
都
道
府
県
１
６
１
ワ
イ
ナ

リ
ー
が
参
加
し
、
出
品
ワ
イ
ン
は

９
４
１
点
で
し
た
。

（
信
州
の
農
業
事
務
局
）
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大
豆
栽
培
に
お
け
る

ド
ロ
ー
ン
防
除
の
検
討

諏
訪
地
域
の
農
業
は
、
夏
季
冷

涼
な
気
候
を
活
か
し
た
野
菜
や
花

き
等
の
園
芸
品
目
が
総
産
出
額
の

約
75
％
を
占
め
る
。
一
方
、
耕
地

面
積
は
田
が
全
体
の
55
・
６
％
を

占
め
、
長
野
県
全
体
の
比
率（
49
・

１
％
）
よ
り
も
５
ポ
イ
ン
ト
以
上

高
い
地
域
で
、
水
田
政
策
に
お
け

る
転
換
品
目
は
そ
ば
の
作
付
け
が

最
も
多
い
。

２
０
２
０
年
以
降
、
輸
入
大
豆

の
価
格
が
高
騰
し
て
お
り
、
国
産

大
豆
と
の
差
が
縮
ま
っ
て
い
る
。

長
野
県
経
営
指
標
を
見
れ
ば
、
そ

ば
に
比
べ
大
豆
の
所
得
は
高
く
、

収
量
を
確
保
で
き
れ
ば
経
営
上
の

メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
。
こ
れ
ま
で
諏

訪
地
域
で
は
水
田
転
作
と
し
て
大

豆
生
産
は
事
例
が
少
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、昨
年
度
、諏
訪
農
業
農
村

や
減
収
の
要
因
に
は
、
病
害
虫
・

雑
草
が
あ
げ
ら
れ
る
。
た
だ
、
今

回
は
水
田
転
換
初
年
目
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
連
作
に
由
来
す
る
強

害
雑
草
や
害
虫
の
心
配
が
な
く
、

農
薬
使
用
実
績
は
播
種
直
後
の
除

草
剤
１
回（
３
成
分
細
粒
剤
）、
殺

菌
剤
（
紫
斑
病
対
象
）
１
回
、
殺
虫

剤（
カ
メ
ム
シ
類
対
象
）３
回
の
み

と
な
っ
た
。
実
証
事
業
を
受
託
し

た
農
業
法
人
で
は
、
大
豆
栽
培
の

経
験
が
な
く
専
用
防
除
機
も
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
夏
季
の
薬
剤
散

布
は
重
労
働
と
な
っ
た
。
こ
の
た

め
、
３
回
目
の
殺
虫
剤
は
ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
防
除（
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン

粒
剤
５
）
を
実
施
し
た
。
作
業
時

間
は
10
ａ
あ
た
り
約
３
分
で
、
改

め
て
省
力
化
・
軽
労
化
を
確
認
し

た
。
地
域
の
そ
ば
収
穫
に
利
用
し

て
い
る
汎
用
コ
ン
バ
イ
ン
を
用
い

て
11
月
に
収
穫
し
、
乾
燥
・
選
別

後
の
収
穫
量
で
２
１
０
㎏（
10
月

末
坪
刈
り
換
算
収
量
２
７
３
㎏
／

10
ａ
）
を
あ
げ
た
。
地
域
で
は
乾

燥
調
整
体
制
が
整
っ
て
い
な
い

が
、
防
除
対
策
な
ど
を
講
じ
れ
ば

収
穫
量
は
確
保
さ
れ
る
事
が
確
認

さ
れ
た
。
当
地
域
の
転
作
品
目
で

あ
る
「
そ
ば
」
は
、
そ
の
省
力
栽
培

が
魅
力
で
あ
る
が
、
水
田
政
策
に

よ
る
交
付
金
や
気
象
条
件
が
整
わ

な
け
れ
ば
収
益
が
望
め
な
い
。

今
年
２
月
に
農
林
水
産
省
で
開

催
さ
れ
た
大
豆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
国
内
で
食
用
に
用
い
ら
れ

る
大
豆
１
０
０
万
ｔ（
う
ち
国
産

23
万
ｔ
）に
つ
い
て
、２
０
３
０
年

に
は
国
産
を
34
万
ｔ（
＋
11
万
ｔ
）

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
全
国
農
業

改
良
支
援
協
会「
シ
ス
テ
ム
化
研

究
会
」
の
実
証
事
業
を
活
用
し
て

水
田
転
換
畑
で
の
土
地
利
用
型
作

物
で
あ
る「
大
豆
」の
検
討
を
行
っ

た
。令

和
５
年
実
施
の
試
験
ほ
場

は
、
茅
野
市
金
沢（
標
高
８
５
０

ｍ
、
10
ａ
）
で
、
６
月
７
日
に
早
生

品
種「
あ
や
こ
が
ね
」を
耕
う
ん
畦

立
て
同
時
播
種
機
を
用
い
て
播
種

し
た
。

大
豆
栽
培
に
お
け
る
品
質
低
下

と
す
る
増
産
目
標
が
紹
介
さ
れ

た
。「
＋
11
万
ｔ
」
の
内
訳
は
、
大

豆
主
要
生
産
国（
ア
メ
リ
カ
、ブ
ラ

ジ
ル
）
の
単
収
３
４
５
㎏
の
半
分

の
国
内
単
収（
１
７
０
㎏
前
後
）向

上
と
水
田
転
換
に
よ
る
面
積
確
保

で
あ
る
。

諏
訪
地
域
の
生
産
者
に
大
豆
に

つ
い
て
聞
く
と「
豆
は
手
が
掛
か

る
」と
。
播
種
、除
草
、防
除（
３
回

程
）
、
収
穫
は
、
そ
ば
に
比
べ
る
と

除
草
と
防
除
の
労
力
を
必
要
と
す

る
が
、こ
れ
を
ス
マ
ー
ト
農
業（
ド

ロ
ー
ン
）
を
活
用
し
て
省
力
的
に

実
施
で
き
れ
ば
、
生
産
者
の
所
得

は
増
加
す
る
。

本
年
、
諏
訪
農
業
農
村
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た

殺
虫
剤
散
布（
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
粒

剤
５
）
に
よ
る
防
除
効
果
試
験
を

実
施
す
る
。
ま
た
、
農
村
女
性
団

体
の
協
力
を
戴
き「
女
性
が
変
え

る
未
来
の
農
業
」
事
業
を
活
用
し

て
、「
大
豆
栽
培
加
工
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
講
し
て
い
る
。
歴
史
的
背
景

か
ら
大
豆
加
工
が
盛
ん
な
当
地
域

に
お
い
て
、
改
め
て
大
豆
の
魅
力

に
迫
り
た
い
。

減
収
要
因
で
あ
る
病
害
虫
・
雑

草
対
策
を
省
力
的
な
方
法
で
十

分
行
い
、
収
量
確
保
で
き
る
栽
培

技
術
を
確
立
す
る
こ
と
で
、
将
来

の
地
域
農
業
を
見
越
し
遊
休
農
地

対
策
や
水
田
転
換
品
目
と
し
て
の

「
そ
ば
」
に
加
え
て「
大
豆
」
等
、
他

品
目
も
当
地
域
に
適
す
る
か
検
討

を
進
め
た
い
。

（
諏
訪
農
業
農
村
支
援
セ
ン
タ
―

主
査
　
北
澤
豊
）

加
）16
道
県
で
、昨
年
６
月
末
の
２

県
か
ら
大
幅
に
拡
大
し
た
。
米
価

や
在
庫
水
準
な
ど
を
基
に
判
断
し

た
と
み
ら
れ
る
。

前
年
並
み（
増
減
１
％
以
内
）長

野
県
を
含
む
18
都
府
県
、
減
少
傾

向（
１
％
超
減
少
）13
府
県
で
す
。

（
信
州
の
農
業
事
務
局
）

令
和
６
年
産
米
の
作
付
意
向

農
林
水
産
省
の
７
月
30
日
の
公

表
に
よ
る
と
、
５
年
度
実
績
と
の

比
較
に
よ
る
各
都
道
府
県
の
主

食
用
米
の
作
付
意
向
は
、
６
月
末

時
点
で
は
、増
加
傾
向（
１
％
超
増

ト

ピ

ッ

ク
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ナ
シ
黒
星
病

ナ
シ
黒
星
病
は
、
長
野
県
の
日

本
な
し
栽
培
に
お
い
て
最
も
重
要

な
病
害
で
あ
る
。

【
生
態
及
び
本
年
の
発
生
状
況
】

本

病

は

病

原V
enturia 

nashicola

（
糸
状
菌
）
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
る
。
前
年
の
被

害
落
葉
と
芽
基
部
病
斑
が
越
冬

伝
染
源
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
前

旬
頃
か
ら
始
ま
る
。
本
年
の
飛
散

は
４
月
上
旬
か
ら
確
認
さ
れ
、
平

年
並
み
の
早
さ
で
あ
っ
た
。一
方
、

期
間
全
体（
４
月
お
よ
び
５
月
）の

飛
散
量
は
平
年
に
比
べ
て
少
な
か

っ
た
。

５
月
以
降
、
一
次
感
染
し
た
葉

や
幼
果
で
は
病
斑
上
に
大
量
の
分

生
胞
子
が
形
成
さ
れ
、
降
雨
時
に

飛
散
・
感
染
し
て
発
病
が
広
が
る

（
二
次
感
染
）。

南
信
農
業
試
験
場
で
は「
幸
水
」

の
殺
菌
剤
無
散
布
樹
を
設
け
て
、

葉
と
果
実
の
発
病
を
経
時
的
に
調

査
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
本

年
７
月
下
旬
時
点
で
は
、
葉
お
よ

び
果
実
の
発
病
は
と
も
に
例
年
に

比
べ
て
少
な
く
推
移
し
て
い
る
。

【
防
除
対
策
】

県
内
の
主
力
品
種
で
は「
幸
水
」

や「
豊
水
」
で
本
病
が
発
生
し
、
問

題
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
本
病
は

薬
剤
防
除
の
み
で
は
安
定
し
て
防

除
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
耕

種
的
防
除
を
併
せ
て
実
施
す
る
。

耕
種
的
防
除
と
し
て
、
前
年
の

落
葉
後
に
被
害
落
葉
を
焼
却
・
埋

設
・
粉
砕
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

処
理
し
、
圃
場
内
の
菌
量
を
減
ら

す
。
ま
た
、
発
芽
期
以
降
に
現
れ

含
有
す
る
葉
面
散
布
肥
料
で
す
。

葉
面
散
布
に
よ
り
作
物
に
す
ば
や

く
吸
収
さ
れ
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
補

給
に
高
い
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

葉
脈
の
間
が
黄
変
す
る
よ
う
な

苦
土
欠
乏
症
が
発
生
す
る
場
合
に

は
、
グ
リ
ー
ン
ト
ッ
プ
70
の
葉
面

散
布
に
よ
り
、
早
期
の
症
状
改
善

が
期
待
で
き
ま
す
。

●
ク
レ
フ
ノ
ン

（
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
水
和
剤
）

開
発
か
ら
50
年
以
上
が
経
過
し

ま
す
が
、
そ
の
間
の
適
用
拡
大
も

あ
り
、野
菜
類
、果
樹
類
に
広
く
ご

愛
顧
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

リ
ン
ゴ
に
つ
い
て
は
、
落
花
後

約
２
か
月
間
の
幼
果
期
は
、「
毛
ぶ

る
い
期
」と
呼
ば
れ
、果
面
が
非
常

に
敏
感
な
時
期
で
す
。
こ
の
間
の

防
除
に
ク
レ
フ
ノ
ン
を
混
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
果
面
に
付
着
す
る

梨
、桃
、柿
な
ど
果
樹
全
般
に
使
用

で
き
ま
す
。

●
サ
ン
マ
グ
カ
ル

（
カ
ル
シ
ウ
ム
＋
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
）

水
溶
性
カ
ル
シ
ウ
ム
＋
水
溶
性

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
半
分
ず
つ
配
合

し
た
葉
面
散
布
肥
料
で
、
ぶ
ど
う

に
も
葉
焼
け
や
ブ
ル
ー
ム
溶
脱
の

心
配
が
な
く
ご
使
用
い
た
だ
け
る

肥
料
で
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
に
よ
っ

て
果
実
体
質
が
強
化
さ
れ
、
果
肉

硬
度
の
維
持
や
貯
蔵
性
の
向
上
、

脱
粒
な
ど
の
軽
減
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
ま
た
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
に
よ

っ
て
葉
色
の
向
上
し（
黄
変
の
改

善
）、光
合
成
量
の
増
加
に
よ
っ
て

果
実
肥
大
や
糖
度
向
上
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

●
グ
リ
ー
ン
ト
ッ
プ
70

（
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
肥
料
）

水
溶
性
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
23
％

「
カ
ル
シ
ウ
ム
製
品
の

豊
富
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
」

白
石
カ
ル
シ
ウ
ム
株
式
会
社

食
品
ア
グ
リ
資
材
部

カ
ル
シ
ウ
ム
は
私
た
ち
の
生
活

に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

元
素
で
す
。
人
の
骨
格
の
成
分
と

し
て
必
須
栄
養
素
で
あ
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
農
作
物
に
と

っ
て
も
カ
ル
シ
ウ
ム
は
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
重
要
な
栄
養
素
で

す
。
果
実
や
野
菜
の
細
胞
中
の
カ

ル
シ
ウ
ム
量
が
少
な
い
と
、
様
々

な
生
理
障
害
が
発
生
す
る
と
と
も

に
、
最
も
重
要
な
食
味
に
ま
で
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
今
日
で
は
カ

【
質
問
】
野
菜
の
生
育
期
に
株

元
ま
で
散
布
で
き
る
除
草
剤

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
回
答
】

ご
質
問
の
除
草
剤
に
は
、
大
き

く
分
け
て「
雑
草
発
生
前
に
土
壌

処
理
す
る
も
の
」
と「
雑
草
発
生

後
に
雑
草
の
茎
葉
に
散
布
す
る

も
の
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
雑
草

発
生
後
に
散
布
す
る
も
の
の
中
に

は
、
特
定
の
雑
草
の
み
を
枯
ら
す

選
択
性
除
草
剤
と
そ
う
で
は
な
い

非
選
択
性
除
草
剤
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
雑
草
発
生
前
に
土
壌
処
理

す
る
も
の
で
す
が
、「
ア
グ
ロ
マ
ッ

ク
ス
水
和
剤
」「
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ

ー
Ｐ
乳
剤
」「
ラ
ッ
ソ
ー
乳
剤
」
等

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
除

草
剤
の
散
布
方
法
は「
全
面
土
壌

処
理
」で
、地
表
面
に
あ
る
雑
草
種

子
の
発
芽
を
抑
制
す
る
こ
と
で
、

雑
草
の
発
生
を
抑
制
す
る
効
果
が

あ
り
、
地
表
面
に
均
一
な
除
草
剤

成
分
の
層（
処
理
層
）を
隙
間
な
く

作
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た

薬
液
の
乾
燥
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、乾
燥
後
も
ク
レ
フ
ノ
ン（
炭
酸

カ
ル
シ
ウ
ム
）
が
果
面
に
約
２
週

間
程
度
付
着
し
、
果
面
保
護
に
役

立
ち
ま
す
。

ま
た
、
ク
レ
フ
ノ
ン
は
銅
水
和

剤
に
よ
る
薬
害
の
軽
減
で
も
農
薬

登
録
を
取
得
し
て
い
ま
す
。
銅
に

よ
る
薬
害
は
、
銅
イ
オ
ン
が
過
剰

に
溶
出
す
る
こ
と
が
原
因
で
起
こ

り
ま
す
。
ク
レ
フ
ノ
ン
を
加
用
す

る
こ
と
で
、
長
期
間
に
わ
た
り
pH

を
安
定
化
さ
せ
、
銅
イ
オ
ン
の
過

剰
溶
出
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。白

石
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
生
産
者

の
皆
様
に
役
立
つ
農
業
資
材
の
開

発
を
第
一
に
考
え
、
製
品
開
発
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も
弊

社
製
品
を
ご
愛
顧
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

め
使
用
の
コ
ツ
と
し
て
、「
①
ほ
場

は
細
か
く
、
均
一
に
耕
う
ん
し
て

お
く
」、「
②
定
植
後
ほ
場
が
あ
る

程
度
湿
っ
た
状
態
で
散
布
す
る
」、

「
③
均
一
に
散
布
す
る
」、「
④
処
理

層
を
壊
さ
な
い
よ
う
、
散
布
後
は

極
力
ほ
場
に
入
ら
な
い
等
、
な
る

べ
く
土
を
動
か
さ
な
い
」
等
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
除
草
剤
は
、

根
の
伸
長
を
阻
害
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
野
菜
の
根
に
か
か

ら
な
い
よ
う
定
植
時
は
し
っ
か
り

と
鎮
圧
し
ま
し
ょ
う
。
薬
剤
成
分

が
地
下
部
に
多
量
に
浸
透
し
て
し

ま
う
と
、
同
様
の
理
由
で
生
育
が

阻
害
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
の
で
、

散
布
直
後
の
か
ん
水
は
し
な
い
、

散
布
直
後
に
ま
と
ま
っ
た
降
雨
が

見
込
ま
れ
る
場
合
は
散
布
し
な

い
、
な
ど
に
注
意
に
し
て
く
だ
さ

い
。
暑
す
ぎ
る
と
き
や
植
物
が
弱

っ
て
い
る
と
き
は
薬
害
が
生
じ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
夏
は
明

け
方
や
夕
方
に
散
布
す
る
と
と
も

に
、
定
植
直
後
に
散
布
す
る
場
合

は
ガ
ッ
チ
リ
と
し
た
苗
を
植
え
付

け
る
こ
と
を
意
識
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の

留
意
点
は
あ
り
ま
す
が
、
キ
ャ
ベ

ツ
等
、
生
育
が
進
む
と
地
面
を
覆

い
つ
く
す
よ
う
な
野
菜
の
場
合
、

こ
れ
ら
の
除
草
剤
を
う
ま
く
使

い
、
生
育
初
期
の
雑
草
発
生
を
抑

え
る
こ
と
で
、
そ
の
後
は
ほ
と
ん

ど
雑
草
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
な
く

収
穫
に
至
れ
ま
す
。

次
に
、雑
草
発
生
後
、茎
葉
散
布

す
る
非
選
択
除
草
剤
と
し
て
は

「
バ
ス
タ
液
剤
」「
プ
リ
グ
ロ
ッ
ク

ス
Ｌ
」
等
が
あ
り
ま
す
。
薬
剤
の

か
か
っ
た
部
分
が
枯
れ
ま
す
の

で
、
野
菜
に
か
か
ら
な
い
よ
う
飛

散
防
止
カ
バ
ー
等
を
つ
け
、
風
の

強
い
日
は
散
布
を
控
え
る
な
ど
、

注
意
深
く
雑
草
に
散
布
し
て
く
だ

さ
い
。
動
噴
や
散
布
ノ
ズ
ル
の
ジ

ョ
イ
ン
ト
部
分
、
背
負
式
動
噴
の

ド
レ
ン
部
分
な
ど
か
ら
漏
れ
が
あ

る
と
、
薬
液
が
思
い
が
け
ず
野
菜

に
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、注
意
が
必
要
で
す
。

最
後
に
、
選
択
制
除
草
剤
と
し

て
、
イ
ネ
科
雑
草
の
み
を
特
異
的

に
枯
ら
す「
ワ
ン
サ
イ
ド
Ｐ
乳
剤
」

「
セ
レ
ク
ト
乳
剤
」
等
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
イ
ネ
科
以
外
の

野
菜
に
は
安
心
し
て
使
用
で
き
、

全
面
散
布
も
可
能
で
す
。
生
え
て

い
る
主
な
雑
草
が
イ
ネ
科
で
あ
れ

ば
、
有
効
な
選
択
肢
に
な
る
で
し

ょ
う
。

（
す
べ
て
の
除
草
剤
は
、ご
自
身

で
適
用
表
を
確
認
し
、
そ
の
範
囲

で
ご
使
用
く
だ
さ
い
）

（
野
菜
花
き
試
験
場
　
徳
竹
俊
志
）

病

菌

の

は

な

し

図
１
　
ナ
シ
黒
星
病
の
伝
染
環

る
芽
基
部
病
斑
を
見
つ
け
次
第
必

ず
切
除
す
る
。
芽
基
部
病
斑
は
長

果
枝
の
腋
花
芽
に
多
く
、
頂
芽
や

葉
芽
で
は
ま
れ
で
あ
る
。
芽
基
部

病
斑
の
あ
る
果
そ
う
で
は
鱗
片
が

脱
落
せ
ず
残
っ
て
い
る
こ
と
が
多

い
の
で
、
こ
れ
を
目
印
に
探
す
と

見
つ
け
や
す
い（
写
真
１
）。

薬
剤
防
除
は
発
芽
期
か
ら
落
花

10
日
後
頃
ま
で
の
防
除
が
特
に
重

要
で
あ
る
。
散
布
タ
イ
ミ
ン
グ
を

逃
さ
ず
、
散
布
間
隔
が
開
き
過
ぎ

な
い
よ
う
に
留
意
す
る
。
薬
剤
選

定
に
あ
た
っ
て
は
県
防
除
基
準
を

参
照
頂
き
た
い
。
ま
た
、
６
月
中

旬
か
ら
７
月
上
中
旬
ま
で
は「
幸

水
」
の
果
実
感
染
を
防
ぐ
重
要
な

時
期
に
な
る
。
梅
雨
時
期
と
重
な

る
た
め
、
週
間
天
気
予
報
な
ど
を

参
考
に
、
散
布
間
隔
が
開
き
過
ぎ

な
い
よ
う
適
期
防
除
に
努
め
る
。

本
年
の
発
病
が
多
か
っ
た
圃
場

で
は
、
９
月
～
10
月
に
越
冬
伝
染

源
を
減
ら
す
目
的
で
秋
季
防
除
を

実
施
す
る
。
葉
お
よ
び
り
ん
片
へ

の
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
、
収
穫
後

２
～
３
回
殺
菌
剤
を
散
布
す
る
。

こ
の
時
期
に
使
用
す
る
薬
剤
は
、

薬
剤
耐
性
菌
の
出
現
を
防
ぐ
観
点

か
ら
Ｄ
Ｍ
Ｉ
剤
や
Ｑ
ｏ
Ｉ
剤
を
使

用
し
な
い
。

（
南
信
農
業
試
験
場
　
萬
田
等
）

写
真
１
　「
幸
水
」
の
芽
基
部
病
斑

質問に
答えて 
質問に
答えて 

ル
シ
ウ
ム
の
重
要
性
は
周
知
さ

れ
、
果
樹
、
野
菜
、
稲
作
、
花
卉
な

ど
、
ほ
と
ん
ど
の
農
作
物
の
栽
培

に
お
い
て
カ
ル
シ
ウ
ム
製
品
が
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

弊
社
は
葉
面
散
布
肥
料
の
商
品

を
多
数
抱
え
て
お
り
、
用
途
に
応

じ
て
最
も
適
切
な
商
品
を
ご
提
案

い
た
し
ま
す
。

●
ス
ト
ピ
ッ
ト
Ⅱ

（
カ
ル
シ
ウ
ム
肥
料
）

水
溶
性
カ
ル
シ
ウ
ム（
有
機
酸

カ
ル
シ
ウ
ム
＋
硫
酸
カ
ル
シ
ウ

ム
）
に
有
機
ポ
リ
マ
ー
を
約
５
％

添
加
し
た
カ
ル
シ
ウ
ム
剤
で
す
。

高
い
カ
ル
シ
ウ
ム
補
給
効
果
に
加

え
、
散
布
後
に
付
着
し
た
薬
剤
の

液
だ
ま
り
を
少
な
く
し
乾
燥
を
早

め
ま
す
。
幼
果
期
か
ら
オ
ー
ル
シ

ー
ズ
ン
に
効
果
を
発
揮
で
き
る
カ

ル
シ
ウ
ム
剤
で
す
。

ス
ト
ピ
ッ
ト
Ⅱ
は
リ
ン
ゴ
を
は

じ
め
、
梨
、
桃
、
柿
な
ど
果
樹
全
般

に
使
用
で
き
ま
す
。

●
ク
レ
ミ
ク
ス
ネ
オ

（
カ
ル
シ
ウ
ム
肥
料
）

微
粒
の
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
に
水

溶
性
カ
ル
シ
ウ
ム
と
有
機
ポ
リ
マ

ー
を
添
加
し
た
カ
ル
シ
ウ
ム
剤
で

す
。３

㎏
中
の
１
㎏
が
水
溶
性
カ
ル

シ
ウ
ム
で
あ
り
、
カ
ル
シ
ウ
ム
補

給
効
果
が
高
く
、
リ
ン
ゴ
の
ビ
タ

ー
ピ
ッ
ト
な
ど
生
理
障
害
を
予
防

し
ま
す
。

ま
た
、
有
機
ポ
リ
マ
ー
に
よ
り

微
粒
の
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
が
皮

膜
を
つ
く
る
こ
と
で
、
果
実
や
葉

に
付
着
す
る
水
分
の
乾
燥
を
促
進

し
、ス
ト
レ
ス
を
軽
減
し
ま
す
。

ク
レ
ミ
ク
ス
ネ
オ
は
ス
ト
ピ
ッ

ト
Ⅱ
同
様
、
リ
ン
ゴ
を
は
じ
め
、

年
の
発
病
が
多

か
っ
た
圃
場
で

は
、
次
の
年
の

発
病
が
多
く
な

る
傾
向
が
あ
り

注
意
が
必
要
で

あ
る
。

春
先
、
被
害

落
葉
上
に
は
子

の
う
胞
子
が
、

芽
基
部
病
斑
上

に
は
分
生
胞
子

が
形
成
さ
れ
、

降
雨
に
よ
り
飛

散
し
て
葉
や
幼

果
に
感
染
す
る

（
一
次
感
染
、
図

１
）
。
子
の
う

胞
子
の
飛
散
は

例
年
４
月
上
中


